
印刷　（株）高山

農環研ニュース　No.95　平成24年7月30日
発　　行　独立行政法人 農業環境技術研究所　〒305-8604 茨城県つくば市観音台３-１-３
電　　話　029-838-8191（広報情報室　広報グループ）
ホームページ　http://www.niaes.aff rc.go.jp/

12

　農業は、様々な動植物にすみかを提供する一方、
その恩恵を受けて成り立っています。これら多様
な生物を守ることは農業にとって重要な課題です。
そこで、農林水産省と（独）農業環境技術研究所、（独）
農業生物資源研究所は、環境保全型農業を推進す
るため、その取り組みが生物多様性を保全する効
果を客観的に評価する手法を開発し、マニュアル
を刊行しました。評価は、主に害虫の天敵となる
クモ、ゴミムシ、トンボ、カエルなどの個体数を
調査して、それを点数化することによって行いま

す。農業改良普及セ
ンターや病害虫防除
所の職員など専門的
な知識を持っている
方だけでなく、環境
保全型農業や農地の
生物に関心のある方に活用していただけるよう工
夫しました。

（生物多様性研究領域　田中幸一）
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「環境保全型農業」の効果を計る
－「農業に有用な生物多様性の指標生物調査・評価マニュアル」を刊行ー

　フジコナカイガラムシは、主にカキ等の落葉果
樹で近年被害が急増している重要な害虫です。成
熟すると体表が厚いワックスに覆われるため、殺
虫剤の効きやすい若齢幼虫期を狙って防除するこ
とが肝要です。しかし、非常に小さい若齢幼虫の
発生時期を農地で把握することは容易ではありま
せん。そこで、福岡県農業総
合試験場・島根県農業技

術センターと共同
で、害虫の発生調
査に役立つフェロ
モン・トラップの
開発に取り組みま
した。
約180万匹分の性
フェロモンを化学
分析することで、その構造を2-イソプロピリデン
-5-メチル-4-ヘキセニルブチレートと決定しま
した。すでにフェロモン・トラップとして市販
されており、誰でも簡単にフジコナカイガラ
ムシの発生状況を調査できるようになりまし
た。このような資材を活用することで、従来
よりも少ない殺虫剤で効率的に害虫を防除す
ることが可能となり、環境への負荷も減らす
ことができると考えられます。

（生物多様性研究領域　田端 純）
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フジコナカイガラムシのフェロモン・トラップ実用化
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フジコナカイガラムシのメス成虫

フジコナカイガラムシの被害果（カキ）
排泄物にススカビが蔓延し、商品価値を
著しく損ねる。

フジコナカイガラムシ、および被害果の撮影：
島根県農業技術センター

代表的な指標生物（左から）
アキアカネ、キクヅキコモリグモ、
ナミテントウ

フジコナカイガラムシ
のオス成虫

フェロモン・トラップ




